
 

 ◆オンリーワンのスーツで就活を －カレッジスーツプロジェクト－ 

 
 就職活動で着用するリクルートスーツを学生自身でデザインする「カレッジスーツプロジェクト」を

実施し、今年度のデザインが決定しました。このプロジェクトは、入学と同時に就職について考え始

めなければならない短大生に、スーツを通じて社会に出ていくための自覚とマナーを身に付けても

らい、これから始まる就職活動に自信を持って臨めるようにとキャリアデザイン学科開設時に立ち

上がった企画です。 

 スーツをデザインするにあたり、本プロジェクトの協力企業であ 

る大丸札幌店営業１部の中井敏彦氏からレディーススーツの基 

礎的な知識を、デザイナーの森下恵氏からは最新のトレンドの 

解説やデザインの考え方について指導していただきました。その 

後、学生たちは８つのグループに分かれて工夫を凝らしたデザ 

イン案をそれぞれにプレゼンテーションし、選んだ２案を森下氏が 

本格的なデザイン画におこしました。 

 全員で投票した結果、今年度はシンプルで機能的なデザインに 

決定し、シワになりにくい生地を選択したり、スカート丈やウエスト 

にアジャスターを装備するなど学生の意見が細部にまで反映され 

た４代目のカレッジスーツが出来上がりました。 

 完成したスーツを手にとった学生たちからは、「就職活動は不安 

ですが、自分たちのデザインしたこのスーツを着ることでパワーが 

湧いてくる感じがします」、「面接官に好印象を与えられるようにスーツを上手に着こなしたいです」、

「みんなでこだわりぬいたオリジナルなスーツを着るのが楽しみです」などと感想が述べられました。 

                         このカレッジスーツは、来春から始まる就職活動ではもち 

                        ろんのこと、インターンシップや企業見学研修などの各種 

                        キャリア教育支援プログラムで着用します。 

                                       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

 ◆未来への地域活性化策を考える －大地連携ワークショップ－ 

                    
 東日本の大学と地域が連携して企画・運営する現地体験宿泊型の教育プログラム「大地連携

ワークショップ」が、道内平取町、山形県真室川町、神奈川県川崎市などで夏休み中に実施され、

本学の学生５人が参加しました。このワークショップは、地域での様々な活動を通じて地域固有

の自然や歴史、文化、産業、そして人との交流を体感し、現代社会を取り巻く問題を学生自身で

発見・探求していくことを目的に、山形大学を代表校とする大学間連携ＦＤネットワーク”つばさ”

プロジェクトの一事業として行われているものです。 

                              平取町二風谷地区でのプログラムに参加した 

                             佐藤瑞季さん（１年）は、アイヌの文化やその伝 

                             承・保存活動について学んだほか、アイヌ伝統工 

                             芸品のアットゥシ織りやオヒョウの樹皮を使ったブ 

                             レスレットづくりなどを体験しました。ワークショッ 

                             プ最終日には、今回の体験で得たことを活かしな 

                             がら「これからの現代社会をいかに生き抜いてい 

                             くか」をテーマにグループ毎に発表を行いました。 

                              佐藤さんは、「アイヌ民族の様々な生活の知恵 

                             や考え方が現代の生活にも受け継がれているこ 

とを知りました。また、二風谷の方々の温かさに触れ、アイヌ文化に対する人々の関心を高める

手助けをしていきたいと思うようになりました。発表内容をまとめるグループワークで身に付けた

『コミュニケーション力』を今後の大学生活や就職活動でも役立てていきたいです」と、充実した４

日間を振り返りました。 

 田畑真帆さん（１年）と村本鈴花さん（１年）は、神奈川県川崎市で 

のプログラムに参加し、クリーンな環境づくりに取り組む行政や企業 

の活動について学び、豊かな地域社会の未来づくりを考えました。 

 山形県真室川町のプログラムに参加した阿部帆乃加さん（１年）、 

伊原穂乃佳さん（１年）は、農業や自然と共に生活する文化を体験し 

ながら、農村での暮らしの魅力や可能性について探りました。 

 参加した学生たちは、それぞれのワークショップを通して他大学の 

学生や地域の人々との交流を深めるとともに、自身の視野の広がり 

を実感する貴重な体験ができました。 
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▲ランチは農業体験で収穫した

野菜（山形県真室川町） 

▲カレッジスーツ２０１６ 

北海道平取町 山形県真室川町 神奈川県川崎市
８月２４日～８月２７日 ８月６日～８月９日 ８月３０日～９月２日

 ○博物館・歴史資料館見学  ○里山散策  ○臨海部にて施設見学・研修

 ○アイヌ文化体験（木彫り、アットゥシ織り）  ○地元の食材を使った料理体験  ○多摩川にて研修

 ○アイヌ伝統料理体験  ○雪国里山で農業体験  ○かわさきマイスター訪問

 ○グループワーク　など  ○グループワーク　など  ○グループワーク　など

厳しい北海道の自然を生き抜いた
アイヌの人たちの知恵から学ぶ

田舎体験で考える
～豊かな暮らしをつくる生き方働き方～

川崎に『あさが来た』～人にやさしい環境を
目指す大都市で私たちの未来を探ろう～

○キャリア教育支援プログラム今後の予定 

   キャリアデザイン学科１年生対象 

 

・１１月１４日（月） 企業見学研修 

・１１月３０日（水） ボイストレーニング 

・１２月３・１０日（土） 業界研究セミナー 

・１月２５日（水） 就職活動のための 

      マナー講座（基本編・実技編） 

・３月上旬  札幌大学会社説明会 

  

▲「語り部」からアイヌ文化を学ぶ（北海道平取町） 


